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溝　水 勇馨・久保恭輔梼

　　　　　R6sum6
　S皿vey　of　Coal　Fiela（Akabira－maeh蓋，

　T・y・sat・Disも逸t，S・raehiC・＆1fieM，

　　　　　Hokka湿0）

　　　　　　by
　　Isamu　Shimizu，Ky6suke　Kubo
　In　the　northern　part　of　Ishikari　Coal　Field，

the　Ishikari　Coal　Bearing　Forma，tion　is　cove－

red　unconformably　with　the　Takikawa　For－

mation　of　the　ILatest　Neogene。　To　research

the　geology　under　the　Takikawa　Formation，

geophysic＆1prospectings　and　geological　sur－

veys　were　performe（i　since1948．　This

geological　survey　was　plamed　in1950，ir1

ai（i　of　interpretating　the　results　of　the

seismic　prospecting　which　was　performed

in、theきame　year．

　In　this　survey　the　autors　have　researched

the　geological　structure　of　the　Ishikari　Coal

Bearing　Formation，りounded　by　Takikawa

，Formatioh，at　the　northem　bank　of　Sor＆chi

River．　And　the　folIowing　problems　were

made　clear：一．

　（1），The　axial　direction　of．Toyosato

Anticline，which　lies　on　the　eαst　side　of

Utashinai　Fault，has　the　generaI　trend　of

North－South　at　Hakushippu－zawa，but　shifts

gfadually　to　the　north－westem　trend　as　it

recedes　to　the　north　from　Hakushippu－zawa．

　（2）　In　this　district，Toyosato　Allticline

is　cut　off　by　the　faults　which　have　a　north・

western　trend，　and　it　is　its　characteristic

to　show　th＆t　the　bed　on　the・west　side　of

暑燃料部

each　fault　fall　down　to　that　of　east　side　 of

theきe　faults．　Each　fault　shows　the　type

of　reverse　fa血1t　on　the　south　but　s段1ne

faults　vary喜radually　to　the　normal　fault

in　the　north．

（3）　From　the　interpretεltion　of　the　sei－

smic　data，it　was　made　clear，that　the

thickness　of　Takikawa　Formation　would　be

200－300meters　from，the．earch　surface

on　th（ミ2nd　prospecting　line，but　unfortuna－

tely　the　geological　structure　of　the　Ishikari

Formation，covered　unconformably　with

Takikawa　Formation，cou1（i　not　be　made

dear．

1．目 的

　室知炭田の西北酉に当る砂川町から赤李町にかけて來

炭第三紀暦の石狩暦群を侵蝕不整合に覆つて，新第三紀

・未乃至第四紀初頭に堆積した滝川暦が広く分布してい

る・この滝川暦下に賦存する來炭暦の地質斌況を明らか

にするために，昭和23年以來調査が続けられてきた。そ

の蓮続調査の一環として赤李町豊里以西に物理（地震）探

鉱調査が計画され，また地震探鉱と協力する意味でここ

に報告する地表地質調査が主として豊里附近について行

われた。・この調査地域内の滝川暦は像とんど河岸段丘堆

積暦によつて覆われているので，主として滝川暦分布地

域の周縁に分布する石狩暦群の暦序，地質構造を詳紬に

調べる事によつて滝川暦に覆われた地域に潜在する來炭

暦の分布駄態を推定し，地震探鉱調査から得られる資料

と併せ考えることによつて，より一暦不整合下の地質状

況を明らかに知ろ5とした。
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地質調査所月報．（第3巻第4，5号）

　　　　地形図縮尺　　　　1／5，000

期間　　自昭和25年8月7日

　　　　至〃’25年9月27日

　　　　　　2．位置および交通
　この地域は釧路本線赤李駅の西方2kmに当る察知

郡赤季町豊里炭磯稼行地で，東西2km，南北3kmに

亘り室知川繊の李野を中心とする範囲内セある。釧

路本線は赤李町から調査地域内を通つて幌倉トと通じ

，また赤李町より』滝川町および砂川町へ通ずる自動車
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　　　　　　第1図位置交通図

　　　　　　3．地　　質
　調査地域内に露出する地暦は石狩暦群（下位より夕

張暦・茂尻暦・若鍋暦・美唄層およぴ赤奉暦）とこれ

をηく整含に覆5滝川暦および河岸：段丘堆暦である（．模

式柱状図参照）。

　1）地質構造
　室知郡歌志内町から北々西に鷲ぴて下幌倉に達する

歌志内断暦の東側に，断層で寸断されてはいるが緩や

カ・な背斜構造があるo豊里背斜と呼ぱれるこの背斜は

塞知川以北では滝川暦に覆いかくされている。この背

斜構造の東側には赤李町井華赤李鉱附近に向斜構造が・

存在する。豊里背斜の冠部は豊里鉱業所の西方および

南西方の丘陵地幣に位置し・察知川に臨んだ李野地幣

では地暦は45。乃至70Q西に傾いた背斜の東翼をなし

ている。地載内にはまた歌志内断暦と同一方向の比較
一
的
落 差め夫きな断暦が多数存在するhいまとれらの断

暦の主なものを歌志内断暦に近い位置のものから挙げ

ると次の6つを数えるごとができる4
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　σ）ハ〃シツプ第一断暦、

　（2）ハクシツプ第二断暦

　（3）ハクシップ第三断贋
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地質調査所月報て第3巻第4，5号）

　　（4）豊里第一断暦

　　（5）豊里第二断暦

　　（6）豊里第三断暦

　（断暦位置は地質図を参照）

　これらの断暦のうちハクシップ第一一・同第二・同第三

断暦の北の延ぴが衣第に西へ方向を転じて歌志内断暦に

合するようにみえる。豊里第一断厨は断癬の延びの方向

は北々西で，その北の延長は滝川暦下にかくされるので

はたして歌志内断暦に合するかど5かは想像の限りでな・

いが，やはり断暦の僻からみると前述した諸断暦と同様’

に歌志内断暦と一蓮の関｛系を，もつものと，思われるo從つ

【この断暦は滝川暦下ぞ断暦方陶を西に転ずるであろう

、と考える。豊里第二断層は塞知川々岸でみとめられる・ほ

ぼ直立した断暦で婦が痙の断齢若翁胴の中を地履

の走向と伺一方向に併行して走る。若鍋暦がほとんど特

徴の変化のない泥岩であるため，この断暦の落差や断屠

位置の確認がむつかしい。豊里第二二断暦の南の延びば未

広坑の沢の東側の山地を通つて赤李鉱主坑々内の嘩ノ皮

暦を衝上させた断暦に遽なるものと考えているが疑わし

い点もあるりで，この断暦については他の資料がまとま

つてからはつき’りさせたい。一

　豊里第二断暦の東側には北々西方向に伸びた落差15m

、以上の断暦が四つ認められる。その5ちi落差の最も大きF

いものが豊里第三断暦である。以上にのべたすべての断

暦について断暦の西側が東側に対して落ちている事が共

通な点であると去えよ5。從つて滝川暦下にかぐされた

石狩暦群には断層の西側乃至南西側がおちた深け上り断

暦が多いものと云えよう。

　次にこれらの断暦によつて境された地塊ごとに，その

地質構造を詳述しよづ。一

　（イ）　（歌志内断暦）一（ハクシップ第一断暦）聞

　との区域たは緩傾斜で西へ傾ヤた若鍋暦・茂尻暦・夕

張麿が分布し，豊里背斜の西翼をなしている。ここには

北西方向に延びた小断腿が多く，1地暦を寸断している。

　（・）・（ハクシップ第一断暦）一（第二断暦）間

　この区域は略々南北方向の軸をもつた豊里背斜の冠部

に当る。背斜軸はハクシップ東洋炭鉱の沢にそつて走

り，爾i翼のf頃斜は20Q前後であるo夕張暦・茂尻暦！が　』

露出し，西翼の夕張暦は豊里鉱新坑で稼いでいる。

　（ハ）　（ハクシップ第二断暦）一（第三三断暦）聞

　この区域は北西方向で北西に10Q傾斜する軸をもつた

背斜構i造をなしている。ここには夕張贋，茂尻騒：および

若鍋暦が露出するが，背斜の南西翼はほとんど滝川暦に

覆われている。　とこには豊里鉱の一坑および二坑があ

るo

　風二）（ハクシジプ第三断暦）一（豊里第一断贋）聞

　この区域はやはり背余…1構造を形造つて：ヤ・るが，背余…1軸

の方向は北た向うにつれて南北方向から南西方向にとそ

の方向を転ずる。ここでも主として夕張贋が露串してい

る。ごの地域では背斜軸の沈降はみとめられない。夕張

暦のもつともよく露出する区域は中赤李三角点（標高202

m）の北側で北へ流れる石炭の沢であつてそこには夕張

暦最上部の炭履が背斜の南西翼となして露出する。未稼，

行地域。

、（ホ）　（豊里第一断暦）一（第二断暦）聞

　この地域は豊里背斜の東翼に当り，走向南北で東へ45Q

乃至700傾き，夕張暦・茂尻暦・若鍋暦および美唄磨が

分布する。傾斜は南部では急傾斜で北へ次第にゆるくな

つている魁調査地域内で最も構造の安定した地幣であ

る。こ鼠には豊里鉱本坑があつて稼行している。

　（へ）（豊里第二断暦）一（第三断暦）間

　鎮の地域には美唄暦が分布するが走向南北で東へ45。

乃至90Q傾き，殊に豊里第二断暦に近い附近には地暦の

転倒がみられる。この地域には小断暦が極めて多く，弛

暦は擾乱され、ているoノ」、断層しには南北方向のものとN80

W方向のものとがある。’

『
（ ト：）（豊里第三断暦）以東

　この地域は美唄暦最、ヒ部および赤ZF暦が露出し，走！旬

略々北北西で東へ45Q乃至700傾き，比較的構造の安

定した地櫻である0

　2）滝　川　　層

　滝川膚は砂川町焼山一砂川一ノ沢一中赤李三角点航上

幌倉三角点を結ぶ線以北に分布する。傾斜10Q前後で石

狩贋群を不整合に覆つている・滝川暦は凹凸のある地形

を5ずめて堆積したためか，その分布も不規則で基底の

岩質も場所によつて各々異つている。一般的にみて擬次

質で礫暦にとみ，殊に室知川北岸では角礫質凝茨岩が基

底ρ礫岩（厚さ10m）．の上に重なる。また同じぐ室知川

北岸の滝川暦分布地域内に安山岩が段丘下解処々認めら

れるが，ごの安山岩が滝川暦堆積当時の噴出物であるか

ど5かは確認できなかつた。地震探鉱の結果をみると伝

織速度1．8kmの地暦は滝川暦である。第二測腺のπ1号

乃至V号徽姻紛布する傑髄度2・Okmの地層はγ
滝川暦中の礫暦であろ5。との地震探鉱の結果から滝川

暦の厚さは第二測線附近では10αm乃至300m，第一測

線附近では地表調査から予期される．よ5に西に厚く200

mで東側では極めて薄い。滝川暦以下の地暦の分布構造P

については地震探鉱の調査結果から解訳することができ

なかつた。

　　　　　　4．石　　炭

1）賦客状況
炭暦は夕張癬・茂尻厨・美唄暦中に換在する。以下各
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室知炭田赤李町豊里地区調査速報（清永勇・久保恭輔）
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暦毎に炭層朕況を述べよ5。

　（1）　夕張暦中の炭暦

　ハクシッフ駅では夕張暦中に7枚以上の炭暦がある。・

豊里鉱ではこれらの炭暦を上位より一番暦，二番暦，・

　・・および七番暦と呼ぶが，現在迄に稼行された炭暦は

一番暦・二番暦・四番暦およぴ五番暦である。豊里鉱1二

坑の扇風機座のある石炭ノ沢においても夕張暦の4枚の

炭履が露出している。これらの炭暦は・一…番暦・三1…番暦・

四番暦匝四i番下』暦であるよ5に，思われる。これ以下の暦

｛立の炭暦も試錐1によつて確…認されている：が，ハクシップ

沢よりも炭暦が幾分薄いよ5である。

　2）茂尻層の炭層
　茂尻層には3枚の炭暦があり，主として本坑で稼行さF

れたので，その呼称は上位より本坑中暦群の一番・二番

三番暦と呼ぼれる。一番暦上盤に海穣介化石が，二番暦

上盤に蝿介の化石が，一番下贋と呼ぼれる炭暦中に通常

’
3
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地質調査所月報（第3＼巻第4，5号）

白帯と呼ぼれる凝荻質白色砂岩が爽在する。一番暦は炭

丈が最も厚く炭質もよいので現在まで主として稼行され

　　　　　　’てきた。

　3）美唄層の炭層
　美唄層の下半部には炭暦がよく発達する。豊里本坑の

呼称を用いると炭暦は上位めものから一番層・二番鳳

　　・・五番暦と呼ぱれる。このうち二番暦・三番暦およ

び四番暦が主として稼行されている。美唄層の上半部は

砂岩に富参薄い炭暦を捧有する。また美唄暦最上部の虎

ノ皮暦はこの地域では稼行できない。

　以上にのべた各炭暦の稼行状況を別表に示すQ

　2）炭　　　質

　豊里鉱の石炭はCEAC⊂炭田探査審議会）の分類に從

噺（
卑地
訊遡・

　　　本　　　坑璽
　　　一里
　　　片鯵

門一一

Fえぱ，B2に属する。特洗騎炭（15mm）では潰裂強度83，5

で準強粘結炭に属する。

　本地域の石炭は一般に脆弱で滑り画が顕薯に発達し，

特に金属光沢が強い。しかし炭暦そのものは含煤が多

く，また非常に擾乱をうけているらしい。

　夕張暦の石炭は一般に山丈は厚いが來み（含煤も含む）

が多く，主として縞炭をなしているため次分が多く商品

炭としての価値が低い。とれ・に対して美唄暦の石炭は概』

して輝炭（Vitrit）紅富み炭質は良好である。美唄層の

三番暦には特に玉石が多い。玉石は球状・晴円歌・紡錘

状を呈し，特に紡錘状を呈するものは炭暦そのものの。

中に滑り面が多いようである。玉石は非常に堅硬である

が，石蚕質である場合が多く樹木の材の組織を残すもの
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第1表豊里鉱稼行欺況一・覧表

坑道名 來炭暦名

．憎
　と　　葎尻暦

　　夕張麿
　　　　i
、南新坑

二斜坑

一坑

一・斜坑

新坑

i美唄暦

茂尻厨

／

夕張厨、1

炭暦名

π層
ヌー暦

N暦
］二厨、

］1麿

L隆

1上屠
π暦
∬［暦

1厨

1暦
1v暦
V暦

1層
∬暦
1上風1謝
1暦（1厨。）

・山丈

　エ　

σ0

160
120

315
160

140・

80P
60
120

150’

110
80
160

110
220

130
140

　現在稼行
炭丈1中なりや
　否や
cm
，50
150
100

160
79

64

60
50

100‘

稼行中

〃

休止

採掘潔度

115

90
60
80

70
170

m
十14　～（一255）

地質構造上の区域

（十　　14）～（一140）　　．

（＋14）～（一140）

休止，（＋6）～（一33）

休止

中止

休比

稼行中・

79

　〃75…

（十153）～（一　80）

（十115）～（十　82）

（＋73）以上

（十　73）～，（一6）

（＋100）㌧以上

豊里背斜東翼

〃

〃

〃

豊里背斜の冠部

（ハクシツプ第二

断暦）一（第三断

暦）間、

〃

豊里背斜の西翼

準均傾斜

45～700

30～70

30～70

60～70

20

？

15～30

10

10

断麿および擾乱
の有無

断履多し

走向断厨多し

や，植物化石破片を包含するものがある。

3）炭　量略す
4）結　　論
，調査の結果次の諸点が明らかになつた。

1Q，豊里背斜はその背斜軸の方向が北に向5程，次第P

に南北方向力∫ら北西方向にその方向を転じて，その背斜

の北端は滝川暦に覆われる。　1

20，豊里背斜は輩純な背斜ではなく北々西方向に走る

三つ以上の断暦によつて切られながら・全般としては背

斜軸が北へ延びるにつれて，南北から次第に北西に方向

を変えていく大きな背斜構造を形作ってめる・

3Q，断暦による落ちの側は，すべての主要な断暦につ・

いて共通であつて，断暦の西側が東側に対して落ちてい

ると云える。1

4Q，滝川暦の厚さは地震探鉱の結果からみると，第一

測線附近では30～200mで，第二測線附近では100～

300mである。（昭和25年8～9月調査）

（附）室知炭田赤李町豊里地区　呈出書類一覧表

　　①

　　（2）　豊里地区模式柱状図（1／3，000〉一・一葉

　　（3）地質図’　（瓢000）／．．＿葉
　　　〃断面図（雛勤（・／5q…）∫

　　　　　　　　　　　以上
参考資料として本報告用附図呈出の分

　　（4）’夕張暦地暦炭層柱欺図　（1／1，000）一葉

　　，（5）～茂尻〃　　〃、（1／1，000）一葉

　　（6）ノ美唄　〃　　　，〃　　（1／1，000）一→葉

　　（7）！ 豊里地区地質図　　　　　（1／5，000）一葉

　　（8）ノ、f〃　断面図　　　　（1／5，000）一葉

　　　　　　　　　　　以上
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